












近年の歯科用 cone-beam computed tomography (CBCT)装置は広範囲撮影可能な機種が開発
されており,その線量が診断目的に見合ったものか大きな関心がもたれている.本研究では
CBCT の適正な被ばく量を検討する目的でセファロメトリと同等の Field of View (FOV)を撮
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